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科学技術振興機構報 第 1836 号 

2026（令和 8）年 3月 19日 

科学技術振興機構（JST） 

 

「大学発ベンチャー表彰2026」応募受付開始について 
 

JST（理事長 橋本 和仁）と NEDO（新エネルギー・産業技術総合開発機構 理事長 斎藤 保）は、

大学等における研究開発成果を用いた起業および起業後の挑戦的な取り組みや、さらには企業か

らベンチャーへの支援および協力をより一層促進することを目的とする「大学発ベンチャー表彰

2026」の応募受付を開始しました。 

「大学発ベンチャー表彰 2026」では、大学等の成果を活用して起業した大学発ベンチャーのうち、

今後の活躍が期待される優れた大学発ベンチャーを表彰するとともに、特にその成長に寄与した

大学や企業などに文部科学大臣賞、経済産業大臣賞などを授与します。 

また、経営者が 40 歳未満かつ設立後 3 年以内の企業を対象とした「アーリーエッジ賞」を設

けており、若手経営者の挑戦を支援しています。 

募集期間は 2026年 3月 19日（木）～4月 27日（月）午前 10時です。 

選考は、外部専門家からなる選考委員会の審査を経て決定します。受賞者の発表は、2026 年 8 月

を予定しています。 

本表彰は、規定の書類にて応募を受け付けます。詳細については、別紙および「大学発ベン

チャー表彰」の以下ウェブサイトを参照してください。 

URL https://www.jst.go.jp/aas/ 
 
＜添付資料＞ 

別紙：「大学発ベンチャー表彰2026」実施について 

参考：「大学発ベンチャー表彰2025」受賞者一覧 

 

＜お問い合わせ＞ 

＜事業に関すること＞ 

科学技術振興機構 スタートアップ・技術移転推進部 スタートアップ出資・支援室 

〒102-0076 東京都千代田区五番町 7 K's五番町 

朝賀 克栄（アサカ カツエイ）、屋代 翔（ヤシロ ショウ） 

Tel：03-6380-9014 Fax：03-5214-0017 

E-mail：aas@jst.go.jp 

 

＜報道に関すること＞ 

科学技術振興機構 広報課 

〒102-8666 東京都千代田区四番町 5番地 3 

Tel：03-5214-8404 Fax：03-5214-8432 

E-mail：jstkoho@jst.go.jp 

＜科学を支え、未来へつなぐ＞ 

例えば、世界的な気候変動、エネルギーや資源、感染症や食料の問題。私たちの行く手にはあ

またの困難が立ちはだかり、乗り越えるための解が求められています。JST は、これらの困難に

「科学技術」で挑みます。新たな価値を生み出すための基礎研究やスタートアップの支援、研究

戦略の立案、研究の基盤となる人材の育成や情報の発信、国際卓越研究大学を支援する大学ファ

ンドの運用など。JST は荒波を渡る船の羅針盤となって進むべき道を示し、多角的に科学技術を

支えながら、安全で豊かな暮らしを未来へとつなぎます。 

JSTは、科学技術・イノベーション政策推進の中核的な役割を担う国立研究開発法人です。 
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「大学発ベンチャー表彰 2026」実施について 

 

1．大学発ベンチャー表彰とは 

「大学発ベンチャー表彰～Award for Academic Startups～」は、今年度で 13回目を迎える表彰

制度です。 

大学等注 1）の成果を活用して起業したベンチャーのうち、今後の活躍が期待される優れた大学発

ベンチャーを表彰するとともに、特にその成長に寄与した大学や企業などを表彰します。 

本表彰は、大学等における研究開発成果を用いた起業および起業後の挑戦的な取り組みや、大学

や企業などから大学発ベンチャーへの支援などをより一層促進することを目的としています。また、

経営者が40歳未満※1）かつ設立後3年以内※2）の企業を対象とした「アーリーエッジ賞」を設けており、

若手経営者の挑戦を支援しています。 

 

注1）大学等 

国公私立大学、高等専門学校、公設試験研究機関、国立研究開発法人、大学共同利用機関法人、

公益法人等（JSTが認めるもの）を指します。 

 

※1）2026年 4月 1日時点 

 

※2）2023年 4月 1日以後設立の企業 

 

2．表彰対象 

大学発ベンチャー注 2）と併せて、特にその成長に寄与した機関（研究開発成果を創出した大学、

支援および協力した企業など）がある場合には、それらの機関も表彰します。 

ただし、アーリーエッジ賞については、表彰対象を経営者が 40 歳未満かつ設立後 3 年以内の大

学発ベンチャーとその支援大学、支援企業とします。 

 

注2）大学発ベンチャー 

ここでは、以下のいずれかに該当する企業を「大学発ベンチャー」と定義します。 

（1）大学等の特許を活用して起業したベンチャー企業 

ただし、起業時点では上記に該当していないが設立後 5年以内に大学等から技術移転を受け

たベンチャー企業も含みます。 

（2）特許以外の大学等の研究成果を活用して起業したベンチャー企業 

（特許は取得していないものの、大学等におけるアイデアやノウハウを基に起業したベン

チャー企業） 

ただし、起業時点では上記に該当していないが設立後 5 年以内に大学等と共同研究などを

行った成果を活用したベンチャー企業も含みます。 

（3）教職員・学生などによる人材移転型ベンチャー企業 

（4）大学等が出資・経営支援したベンチャー企業 

 

別紙 



 

3 

 

3．表彰 

・文部科学大臣賞 

・経済産業大臣賞 

・科学技術振興機構理事長賞 

・新エネルギー・産業技術総合開発機構理事長賞 

・日本ベンチャー学会会長賞 

・アーリーエッジ賞 

※その他、大学発ベンチャー表彰特別賞を授与する場合があります。 

 

4．応募要件 

・応募時点で上場していない、おおむね設立 10年以内のベンチャーであること 

・過去の本表彰において文部科学大臣賞、経済産業大臣賞を受賞していないこと 

 

5．応募期間 

2026年 3月 19日（木）～4月 27日（月）午前 10時 ※事務局必着 

 

6．応募書類ダウンロードおよび応募方法 

大学発ベンチャー表彰ウェブサイト（https://www.jst.go.jp/aas/）より、「応募要項」および

「応募様式」をダウンロードできます。 

 

7．受賞者発表 

受賞者の発表は、2026年 8月を予定しています。 

受賞者および受賞内容については、上記ウェブサイトなどでご確認ください。 

 

8．表彰式 

開催日：2026年 8月 27日（木）午前 

会 場：東京ビッグサイト（東京都江東区有明 3-11-1） 

※「大学見本市 2026～イノベーションジャパン」内での開催を予定しています。 

 

9．主催 

科学技術振興機構 

新エネルギー・産業技術総合開発機構 

 

10．後援 

文部科学省、経済産業省、一般社団法人日本ベンチャー学会、全国地方新聞社連合会 
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「大学発ベンチャー表彰2025」受賞者一覧 

 

受賞名 対象分類 受賞者 

文部科学大臣賞 

ベンチャー 株式会社 CROSS SYNC 

支援大学等 横浜市立大学附属病院 集中治療部 

支援企業等 株式会社日本政策投資銀行 

経済産業大臣賞 

ベンチャー 燈
あかり

株式会社 

支援大学等 東京大学 大学院工学系研究科 

科学技術振興機構 

理事長賞 

ベンチャー 株式会社アークエッジ・スペース 

支援大学等 東京大学 大学院工学系研究科 

新エネルギー・ 

産業技術総合開発機構 

理事長賞 

ベンチャー アイラト株式会社 

支援大学等 東北大学 産学連携機構 スタートアップ事業化センター 

支援企業等 地域と人と未来株式会社 

日本ベンチャー学会 

会長賞 

ベンチャー 株式会社 Jij 

支援大学等 東京科学大学 イノベーションデザイン機構 

アーリーエッジ賞 ベンチャー 該当なし 

大学発ベンチャー表彰 

特別賞 

ベンチャー 株式会社 Logomix 

支援大学等 東京科学大学 生命理工学院 

支援企業等 StartX 

 

参考 


